
    さいたま農林振興センター管内

農地維持 円 資源向上
（共同）

円 資源向上
(長寿命化)

円

ha 11 ha ha 6,700 m 400 m m 箇所 3,000 m

【活動組織の構成員】
31 人
4 人

令和４年度作成

ふりがな おおあしのうぎょうしゃゆうしのかい 活動開始
年度

平成28年度活動組織名 大芦農業者有志の会

ふりがな こうのすしおおあし
現活動期間 令和３～令和７所在地 鴻巣市大芦

１．遊休農地対策の活動に今後も力を入れていきたい。

２．ソバの栽培やソバ打ちについて、今後もこの活動を継続的に取り組むために技術を継承する必要もある
と考えている。そこで、技術研修会を開くことで活動の存続ひいては地域の方々とのコミュニケーションの形
成にも繋げていきたい。

交付金額（基本） 1,129,500 886,128 −

※交付金額は、交付単価に基づいた金額を記入しています。

１．大芦農業者有志の会は今年度で７年目の活動に入る。活動では、農道・用水路の機能維持、またその他に地域資源の質的
向上を図る共同活動で遊休農地防止のため、ソバの栽培を行っている。この取り組みは今年度で２年目であり、他にもさつまい
もの栽培にも取り組んだ。

２．活動の項目にもあるように、多面的機能交付金制度は農用地の適正管理も不可欠である。農地があって農道や用水路が
機能する。そのようなことから、今年度は畦畔や法面の草刈り、遊休農地防止活動を少しずつ増やした。活動するうえで高齢化
が問題となっているが、機械を導入したことで安全に効率よく活動できた。

３．高齢化とともに今後の水田づくりが難化の一途をたどっている。そこで、中間管理事業も取り入れながら、遊休農地の防止
や耕作が難しい農地をいかに管理していくか等、今後の対策を含めた研修会を１２月に行った。講師を含め２２名が参加した。

ソバの刈り取り作業 耕作してない農地の管理 遊休農地防止や中間管理事業の研修会
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主な活動 又は 特色ある活動

今後の取組について


